
ついに放射能放出が
はじまる

動かしちゃならない！

止めよう再処理 2005 共同行動



青
森
県
六
ヶ
所
村
に
建
設
中
の
再
処
理
工
場
で
、
早
け
れ

ば
今
年
の
年
末
か
ら
使
用
済
み
核
燃
料
を
使
っ
た
本
格
的
な

稼
働
実
験
（
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
）
が
、
行
わ
れ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

こ
の
実
験
が
行
わ
れ
れ
ば
、
再
処
理
工
場
か
ら
は
大
量
の

放
射
能
が
垂
れ
流
し
と
な
り
、
工
場
内
は
放
射
能
で
汚
染
さ

れ
、
使
い
道
の
な
い
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
が
生
産
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

ま
た
、
事
業
者
や
国
が
絶
対
安
全
と
述
べ
な
が
ら
、
使
用

済
み
核
燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
か
ら
水
漏
れ
事
故
が
発
生
し
た
よ

う
に
、
施
設
の
安
全
性
に
大
き
な
不
安
と
不
信
が
あ
り
、
そ

の
う
え
、
稼
働
す
る
こ
と
に
よ
り
19
兆
円
と
い
う
莫
大
な
経

費
が
か
か
り
、
経
済
的
に
も
大
き
な
負
担
が
国
民
に
押
し
付

け
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
燃
料
と
す
る
高
速
増
殖
炉
の
実

用
化
は
、「
も
ん
じ
ゅ
」
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
漏
れ
事
故
で
頓
挫

し
、
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
も
デ
ー
タ
捏
造
事
件
や
ト
ラ
ブ
ル

隠
し
の
発
覚
、
美
浜
原
発
事
故
で
中
止
さ
れ
た
ま
ま
で
す
。

さ
ら
に
、
高
レ
ベ
ル
核
廃
棄
物
処
分
場
は
、
住
民
の
反
対

が
強
く
、候
補
地
す
ら
決
ま
ら
な
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
国
際
的
に
は
、
原
爆
の
材
料
と
な
る
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
を
、
使
い
道
の
な
い
ま
ま
生
産
し
、
溜
め
続
け
る
日
本

に
対
し
、
核
不
拡
散
の
立
場
か
ら
、
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の

稼
働
中
止
を
求
め
る
声
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

国
内
で
も
、
経
済
産
業
省
や
電
力
業
界
内
、
推
進
の
学
者
、

自
民
党
国
会
議
員
な
ど
か
ら
も
、
再
処
理
中
止
を
求
め
る
動

き
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
政
府
と
原
子
力
委
員
会
は
、
な
ぜ
か
強
引
に
再

処
理
を
推
し
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
危
険
で
、
採
算
が
取
れ
ず
、
廃
棄
物
の
処
分

2 ●

原
爆
の
材
料
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
生
産
中
止
を
！

に
困
る
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
生
産
を
中
止
さ
せ
る
た
め
、
東

京
で
大
集
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

● 3

六ヶ所村で建設中の再処理工場 （�Greenpeace/Newman）



1六
ヶ
所
再
処
理
工
場
は
、
１
９
９
３
年
か
ら
建
設
が
進
め

ら
れ
、
最
初
に
完
成
し
た
の
は
使
用
済
み
燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル

で
す
。
プ
ー
ル
と
い
っ
て
も
11
×
13
メ
ー
ト
ル
の
小
学
校
に

あ
る
よ
う
な
サ
イ
ズ
の
プ
ー
ル
が
３
つ
な
ら
び
、
約
100
メ
ー

ト
ル
の
水
路
で
全
体
が
つ
な
が
っ
て
い
る
巨
大
な
も
の
で

す
。（
図
参
照
）。
１
つ
の
プ
ー
ル
で
約
１
０
０
０
ト
ン
の
使

用
済
み
燃
料
を
貯
蔵
し
、
全
体
で
３
０
０
０
ト
ン
で
す
。
使

用
済
み
燃
料
を
常
に
水
の
中
で
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た

め
、
プ
ー
ル
の
深
さ
は
最
大
約
13
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
ま
す
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
内
側
に
は
冷
却
水
が
漏
れ
な
い
よ
う
に
ス

テ
ン
レ
ス
ラ
イ
ナ
ー
が
全
面
内
張
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
燃
料
プ
ー
ル
の
一
つ
で
、
２
０
０
１
年
の
春
、
漏
え

い
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
ス
テ
ン
レ
ス
ラ
イ
ナ
ー
の
内
張
り

工
事
は
短
期
間
で
の
完
成
が
要
求
さ
れ
た
た
め
、
工
事
の
下

請
業
者
は
寸
法
の
足
り
な
い
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
材
が
あ
る
と
、

テ
ン
レ
ス
板
を
継
ぎ
足
す
と
い
う
よ
う
な
不
正
工
事
を
行
っ

た
の
で
す
。
さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
不
正
工
事
が
、
再
処
理
工

場
本
体
の
タ
ン
ク
等
で
も
行
わ
れ
て
い
た
事
実
も
わ
か
り
ま

し
た
。
工
場
全
体
で
は
、
総
計
291
カ
所
も
の
補
修
工
事
が
必

要
と
な
り
ま
し
た
。
同
時
に
日
本
原
燃
は
工
事
の
す
べ
て
を

元
請
け
に
任
せ
、
立
ち
会
い
や
検
査
も
き
ち
ん
と
行
っ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
も
発
覚
し
ま
し
た
。
再
処
理
工
場
が
設
計
通

り
で
き
て
い
る
の
か
、
日
本
原
燃
の
品
質
保
証
体
制
に
批
判

が
集
ま
り
、
燃
料
の
輸
送
を
や
め
て
２
０
０
４
年
春
ま
で
施

設
の
総
点
検
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

燃
料
プ
ー
ル
の
不
正
工
事
に
よ
る
漏
え
い
問
題
に
よ
っ

て
、
ウ
ラ
ン
試
験
の
計
画
は
約
１
年
の
び
、
２
０
０
４
年
12

月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
２
０
０
５
年
６
月
、
燃

料
プ
ー
ル
の
バ
ー
ナ
ブ
ル
ポ
イ
ズ
ン
取
扱
ピ
ッ
ト
と
い
う
小

4 ●

使
用
済
み
燃
料
プ
ー
ル
で
再
び
漏
え
い
事
故
が
発
生

さ
い
プ
ー
ル
で
、
再
び
漏
え
い
が
発
見
さ
れ
た
の
で
す
。
こ

の
漏
え
い
の
原
因
は
、
施
設
建
設
時
の
不
正
工
事
と
、
そ
し

て
こ
の
地
点
が
い
わ
ゆ
る
「
総
点
検
」
で
見
逃
さ
れ
て
い
た

こ
と
、
さ
ら
に
漏
え
い
発
見
の
直
前
に
行
わ
れ
た
同
ピ
ッ
ト

の
機
械
調
整
工
事
に
よ
っ
て
貫
通
穴
が
２
カ
所
で
き
た
こ
と

が
判
明
し
ま
し
た
。「
総
点
検
」
へ
の
信
頼
は
崩
壊
し
た
の

で
す
。

本
来
な
ら
工
場
全
体
で
「
総
点
検
」
を
全
面
的
に
や
り
直

す
べ
き
で
す
。
と
こ
ろ
が
日
本
原
燃
は
逆
に
「
保
安
規
定
」

を
変
更
し
て
、
今
後
は
毎
時
10
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
漏
え
い
は

た
と
え
発
見
し
て
も
漏
え
い
箇
所
の
特
定
や
補
修
工
事
は
行

わ
な
い
と
言
い
出
し
た
の
で
す
。
そ
し
て
漏
え
い
を
発
見
し

て
も
１
日
１
回
の
監
視
体
制
を
３
回
に
す
る
だ
け
で
誤
魔
化

そ
う
と
し
て
い
る
の
に
、
逆
に
「
監
視
を
強
化
」
す
る
と
宣

伝
す
る
有
り
様
で
す
。
今
後
は
漏
え
い
箇
所
の
修
理
が
ま
っ

た
く
行
わ
れ
な
い
ま
ま
、
プ
ー
ル
の
運
転
が
継
続
さ
れ
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
補
修
の
方
法
は
現
在
開
発

中
で
あ
り
、
そ
れ
も
原
子
炉
用
の
技
術
で
、
燃
料
プ
ー
ル
に

適
応
で
き
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
す
。
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2再
処
理
工
場
は
、
使
用
済
み
核
燃
料
を
化
学
的
に
処
理
し

て
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
と
ウ
ラ
ン
、
死
の
灰
（
高
レ
ベ
ル
廃
棄

物
）
に
分
離
す
る
施
設
で
す
。

お
も
な
工
程
は
次
の
図
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

①
貯
蔵
・
冷
却
＝
使
用
済
み
燃
料
を
燃
料
プ
ー
ル
で
貯
蔵
・

冷
却

②
剪
断
・
溶
解
＝
使
用
済
み
燃
料
を
数
セ
ン
チ
の
長
さ
に
切

断
、
切
断
し
た
使
用
済
み
燃
料
を
濃
硝
酸

で
溶
か
す

③
分
離
　
　
　
＝
硝
酸
溶
液
の
中
か
ら
死
の
灰
（
核
分
裂
生

成
物
）
を
分
離
、
さ
ら
に
ウ
ラ
ン
と
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
を
化
学
的
に
分
離

④
精
製
　
　
　
＝
分
離
し
た
溶
液
か
ら
不
純
物
を
取
り
除
く

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
、
一
度
分
離
し
た
ウ
ラ

ン
と
１
対
１
の
割
合
で
混
合
さ
れ
、
硝
酸

を
抜
い
て
粉
状
で
貯
蔵
さ
れ
ま
す
。

⑤
脱
硝
・
貯
蔵
＝
ウ
ラ
ン
は
硝
酸
を
抜
き
、
乾
燥
し
粉
状
で

貯
蔵

⑥
ガ
ラ
ス
固
化
＝
死
の
灰
の
部
分
は
高
温
の
ガ
ラ
ス
原
料
と

混
ぜ
、
ス
テ
ン
レ
ス
の
容
器
に
い
れ
て
冷

や
し
固
め
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
が
高
レ
ベ
ル

ガ
ラ
ス
固
化
体
で
、
人
間
が
近
づ
け
ば
即

死
し
て
し
ま
う
よ
う
な
非
常
に
強
力
な
放

射
線
と
熱
を
出
し
ま
す
。

再
処
理
工
場
は
た
と
え
事
故
が
起
き
な
く
て
も
、
日
常
的

に
大
量
の
放
射
能
を
放
出
し
な
け
れ
ば
運
転
で
き
ま
せ
ん
。

工
場
敷
地
内
に
あ
る
150
メ
ー
ト
ル
の
排
気
筒
か
ら
は
、
ク
リ

プ
ト
ン
、
ト
リ
チ
ウ
ム
、
ヨ
ウ
素
、
炭
素
な
ど
の
気
体
状
放

射
能
が
吐
き
だ
さ
れ
ま
す
。
ま
た
六
ヶ
所
村
の
沖
合
３
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
海
中
ま
で
引
か
れ
た
海
洋
放
出
管
か
ら
は
、
ト

6 ●

六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の
お
も
な
工
程
と
危
険
性

リ
チ
ウ
ム
、
ヨ
ウ
素
、
コ
バ
ル
ト
、
ス
ト

ロ
ン
チ
ウ
ム
、
そ
し
て
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
な

ど
、
多
様
な
種
類
の
放
射
能
が
廃
液
と
し

て
海
に
捨
て
ら
れ
ま
す
。
再
処
理
工
場
は

「
原
発
１
年
分
の
放
射
能
を
１
日
で
出
す
」

と
い
わ
れ
、
最
悪
の
原
子
力
施
設
で
す
。

さ
ら
に
再
処
理
工
場
は
、
死
の
灰
の
塊

で
あ
る
使
用
済
み
燃
料
を
扱
う
の
で
、
核

施
設
と
し
て
臨
界
や
被
曝
の
危
険
性
を
持

っ
て
い
ま
す
。
一
方
大
量
の
化
学
薬
品
を

利
用
す
る
た
め
、
化
学
工
場
と
し
て
火

災
・
爆
発
な
ど
の
危
険
性
も
あ
わ
せ
持
っ

て
い
ま
す
。
１
９
９
９
年
に
茨
城
県
東
海

村
で
起
き
た
Ｊ
Ｃ
Ｏ
事
故
の
よ
う
な
臨
界

事
故
や
、
１
９
９
７
年
に
ロ
シ
ア
の
ト
ム

ス
ク
再
処
理
工
場
で
起
き
た
火
災
爆
発
事

故
の
可
能
性
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

● 7

Co60

Sr90

Y90

Ru106

Rh106

Cs134

Cs137

Ce144

Pr144

Eu154

Eu154

Pu241

Am241

Cm244

Cm244

Pu238Pu239

Pu240

Pu240
Pu242

Pu242

Ba137m

H  3
I129

I129

I129

I131

Kr85

Kr85
Kr85

Kr85

Kr85

Kr85

Kr85

Kr85

Kr85

Kr85

Kr85

Kr85

Kr85
Kr85

Kr85

H  3

H  3

H  3

H  3
H  3

H  3

H  3

H  3

C14

C14

C14

C14

I129

I129

I129

I129

I129

I129

I129

I131

I131

I131

I131

1 2 3 4 5

6

5

再処理工程図



3六
ヶ
所
再
処
理
工
場
で
は
、
本
格
稼
働
に
向
け
た
施
設
の

試
験
運
転
が
続
い
て
い
ま
す
。
工
場
に
は
建
屋
と
呼
ば
れ
る

非
常
に
大
き
な
ビ
ル
が
30
以
上
立
ち
並
び
、
建
屋
と
建
屋
の

間
は
地
下
ト
ン
ネ
ル
（
ト
レ
ン
チ
）
で
結
ば
れ
て
い
ま
す
。

建
屋
の
中
は
放
射
能
の
漏
え
い
に
備
え
て
、
機
器
や
タ
ン
ク

な
ど
は
密
封
さ
れ
た
セ
ル
と
呼
ば
れ
る
小
部
屋
に
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
建
屋
と
ト
レ
ン
チ
の
中
を
、
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
や
ウ
ラ
ン
、
高
レ
ベ
ル
廃
液
、
濃
硝
酸
を
流
す
配

管
が
所
狭
し
と
走
っ
て
い
ま
す
。
配
管
の
総
延
長
は
、
約
１

３
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
、
配
管
の
つ
な
ぎ
目
は
約
40
万
箇
所
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

再
処
理
工
場
で
は
最
初
か
ら
使
用
済
み
燃
料
を
使
っ
た
試

験
は
危
険
過
ぎ
て
で
き
な
い
の
で
、
水
や
蒸
気
を
使
っ
て

（
通
水
作
動
試
験
）、
次
は
硝
酸
な
ど
の
化
学
薬
品
（
化
学
試

験
）、
そ
し
て
ウ
ラ
ン
（
ウ
ラ
ン
試
験
）、
最
後
に
実
際
の
使

用
済
み
燃
料
を
使
用
し
て
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験（
総
合
試
験
）

と
、
段
階
的
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

２
０
０
４
年
12
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
ウ
ラ
ン
試
験
は
、
核

分
裂
し
に
く
い
劣
化
ウ
ラ
ン
約
53
ト
ン
を
使
っ
て
行
な
わ
れ

て
い
ま
す
。
試
験
が
各
建
屋
ご
と
に
行
わ
れ
る
た
め
試
験
中

の
ウ
ラ
ン
の
流
れ
は
実
際
の
再
処
理
の
工
程
と
は
違
い
、
特

別
な
配
管
等
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
試
験
で
す
べ
て

の
機
器
類
が
試
験
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
な
か
に
は

使
用
済
み
燃
料
で
の
試
験
で
は
じ
め
て
使
用
さ
れ
る
機
器
類

も
あ
り
ま
す
。

ウ
ラ
ン
試
験
は
約
１
年
間
の
予
定
で
、
２
０
０
５
年
６
月

ま
で
の
進
捗
率
で
一
番
進
ん
で
い
る
前
処
理
建
屋
が
59.3
％
、

総
合
進
捗
率
で
37.4
％
と
な
っ
て
お
り
、
試
験
は
こ
れ
か
ら
本

格
化
す
る
状
態
で
す
。
今
ま
で
に
公
表
さ
れ
た
ウ
ラ
ン
試
験

の
ト
ラ
ブ
ル
は
、
法
律
で
報
告
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
も

8 ●

ウ
ラ
ン
試
験
と
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験

の
が
２
件
（
前
処
理
建
屋
で
の
硝
酸
性
溶
液
の
漏
え
い
）
な

ど
で
、
そ
れ
以
外
に
14
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
こ
れ

以
外
の
機
器
停
止
等
は
、
ウ
ラ
ン
試
験
中
で
120
件
、
化
学
試

験
終
了
後
（
２
０
０
４
年
12
月
〜
２
０
０
５
年
４
月
）
と
し

て
ウ
ラ
ン
試
験
を
行
っ
て
い
な
い
高
レ
ベ
ル
ガ
ラ
ス
固
化
建

屋
な
ど
で
97
件
も
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
、
明
ら
か
に
ウ
ラ

ン
試
験
へ
の
移
行
条
件
が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
事
実
を
示
す

も
の
で
す
。

ウ
ラ
ン
試
験
で
は
劣
化
ウ
ラ
ン
を
使
用
し
て
い
る
た
め
、

事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
は
大
事
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
ア
ク

テ
ィ
ブ
試
験
で
実
際
の
使
用
済
み
燃
料
を
使
え
ば
、
被
ば
く

事
故
、
放
射
能
放
出
事
故
を
は
じ
め
、
臨
界
事
故
、
火
災
爆

発
事
故
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
危
険
な
事
故
発
生
の
可
能
性
が
出

て
き
ま
す
。
日
本
原
燃
の
予
定
で
は
約
430
ト
ン
の
使
用
済
み

燃
料
が
処
理
さ
れ
、
設
計
上
の
年
間
処
理
能
力
800
ト
ン
に
比

べ
て
も
、
少
な
い
量
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験

は
、
事
実
上
の
操
業
開
始
で
す
。
試
験
運
転
が
こ
の
段
階
に

入
れ
ば
工
場
全
体
が
放
射
能
で
汚
染
さ
れ
、
ま
た
大
量
の
放

射
能
が
排
気
筒
や
海
洋
放
水
管
か
ら
吐
き
出
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

汚
染
は
工
場

内
に
留
ま
ら

ず
、
工
場
周

辺
の
環
境
を

汚
染
す
る
事

に
な
り
ま

す
。
六
ヶ
所

や
青
森
県
で

生
産
さ
れ
る

農
産
物
に
風

評
被
害
が
発

生
す
る
可
能

性
も
否
定
で

き
な
い
で
し

ょ
う
。
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ウラン試験中のウランのおもな流れ
模擬ウラン燃料�
集合体（劣化ウラン）
PWR: 48体
BWR: 59体

輸送�輸送�
UO2: 約27tU

UNH: 約12tU

UNH: 約24tU

UNH: 約3tU

燃料加工施設�

U3O8: 約24tU

U3O8: 約2tU

ウラン粉末
（劣化ウラン）

: 約 2tU

ウラン粉末
（劣化ウラン）

: 約 24tU

濃
縮
缶�

ウラン脱硝建屋�

ウラン脱硝設備�

UO3溶解槽�

脱
硝
塔�

濃
縮
缶�

ウラン・�
プルトニウム�
混合貯蔵建屋�

ウラン・�
プルトニウム�
混合貯蔵設備�

ウラン�
酸化物�
貯蔵建屋�

ウラン�
酸化物�
貯蔵設備�

ウラン・�
プルトニウム�
混合脱硝建屋�

ウラン・�
プルトニウム�
混合脱硝設備�

凡　例�
UO2：二酸化ウラン
UO3：三酸化ウラン
U3O8：八酸化三ウラン
UNH：硝酸ウラニル�

精製建屋�
精製施設�

プルトニウム�
精製設備�

ウラン�
精製設備�

せん断処理施設�

溶解施設�

前処理建屋�

分解施設�

分解建屋�



4イ
ギ
リ
ス
中
西
部
・
カ
ン
ブ
リ
ア
地
方
は
湖
水
地
方
と
呼

ば
れ
る
の
ど
か
な
田
園
地
帯
で
す
。
こ
こ
に
「
セ
ラ
フ
ィ
ー

ル
ド
」
と
呼
ば
れ
る
巨
大
な
原
子
力
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
原

発
や
再
処
理
工
場
、
Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
加
工
工
場
な
ど
が
運
転
中

で
す
。
施
設
内
に
あ
る
ソ
ー
プ
（
Ｔ
Ｈ
Ｏ
Ｒ
Ｐ
）
再
処
理
工

場
で
は
、
日
本
や
ド
イ
ツ
の
原
発
の
使
用
済
み
燃
料
か
ら
プ

ル
ト
ニ
ウ
ム
の
分
離
が
行
わ
れ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ソ
ー
プ

工
場
で
２
０
０
５
年
４
月
、
大
規
模
な
漏
え
い
事
故
が
確
認

さ
れ
、
今
も
施
設
全
体
の
運
転
が
と
ま
っ
て
い
ま
す
。

漏
え
い
事
故
が
発
生
し
た
の
は
、
ソ
ー
プ
工
場
の
溶
解
工

程
と
分
離
工
程
の
間
の
計
量
タ
ン
ク
と
い
う
機
器
で
す
（
図

参
照
）。
４
月
18
日
運
転
員
が
異
常
に
気
づ
き
、
す
ぐ
に
施

設
の
運
転
は
停
止
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
タ
ン
ク
の
設
置
さ

れ
た
セ
ル
は
非
常
に
放
射
線
の
強
い
場
所
で
す
。
翌
19
日
リ

モ
ー
ト
カ
メ
ラ
に
よ
る
調
査
に
よ

っ
て
、
計
量
タ
ン
ク
の
上
部
に
接

続
さ
れ
て
い
る
配
管
が
「
破
断
」

し
て
お
り
、
こ
の
部
分
か
ら
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
・
ウ
ラ
ン
・
高

レ
ベ
ル
放
射
能
（
死
の
灰
）
が
ま
ざ
っ
た
溶
液
が
83
立
方
メ

ー
ト
ル
も
漏
れ
出
し
て
い
た
の
で
す
。
こ
れ
は
学
校
プ
ー
ル

の
３
分
の
１
の
量
に
あ
た
る
も
の
で
、
巨
大
な
量
の
放
射
能

溶
液
が
セ
ル
の
床
に
貯
ま
っ
て
い
た
の
で
す
。

そ
の
後
施
設
を
運
転
す
る
Ｂ
Ｎ
Ｆ
Ｌ
（
イ
ギ
リ
ス
核
燃
料

公
社
）
の
内
部
調
査
に
よ
っ
て
、
配
管
か
ら
の
漏
え
い
は
事

故
の
９
カ
月
も
前
の
２
０
０
４
年
７
月
か
ら
発
生
し
て
お

り
、
さ
ら
に
今
年
の
１
月
に
は
す
で
に
配
管
が
破
断
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
破
断
の
原
因
は
金
属
疲
労
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
モ
ニ
タ
ー
や
警
報
に
よ
っ
て
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イ
ギ
リ
ス
・
ソ
ー
プ
再
処
理
工
場

大
規
模
漏
え
い
事
故
で
施
設
閉
鎖
か
？

漏
え
い
や
破
断
を
発
見
で
き
る
契
機
が
何
度
も
あ
っ
た
の

に
、
運
転
員
は
何
も
対
応
を
取
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
の

理
由
は
、
ソ
ー
プ
再
処
理
工
場
は
最
新
技
術
で
つ
く
ら
れ
て

お
り
漏
え
い
な
ど
起
こ
る
ハ
ズ
が
な
い
と
い
う
「
新
プ
ラ
ン

ト
信
仰
」
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
観
念
を
、
ソ
ー
プ
再
処
理
工
場

の
ほ
と
ん
ど
の
運
転
員
が
持
っ
て
い
た
と
い
う
の
で
す
。
再

処
理
工
場
と
い
う
�
超
危
険
施
設
�
の
運
転
員
た
ち
が
、
安

全
性
の
確
認
を
怠
り
、
通
算
100
回
も
発
し
た
警
報
を
無
視
し

続
け
て
い
た
の
で
す
。
こ
れ
が
ソ
ー
プ
再
処
理
工
場
の
安
全

確
保
の
実
態
で
す
。
す
で
に
イ
ギ
リ
ス
政
府
内
部
か
ら
も
工

場
の
閉
鎖
を
求
め
る
議
論
が
出
て
き
ま

し
た
。

六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の
同
様
の
セ
ル

で
も
、漏
え
い
事
故
を
は
じ
め
と
し
て
、

臨
界
、
発
熱
、
放
射
能
の
揮
発
、
水
素

爆
発
な
ど
数
々
の
事
故
が
想
定
さ
れ
て

い
ま
す
。こ
れ
ら
の
異
常
事
態
に
対
し
、

迅
速
な
対
応
と
安
全
確
認
が
日
常
的
に

行
わ
れ
て
い

な
け
れ
ば
、

六
ヶ
所
で
も

ソ
ー
プ
再
処

理
工
場
の
よ

う
な
事
故
が

起
こ
る
可
能

性
は
高
い
の

で
す
。
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ロンドン�

ダブリン�
リヴァプール�

セラフィールド�

漏えい事故を起こした清澄・計量セル

破断した配管

中間貯槽エリア�

中間貯槽�

遮へい壁�
（1.5m厚のコンクリート）�

計量台�
分配器�

計量槽�

配管破断箇所�

清澄機�
供給清澄エリア�

正規の工程�

漏えい溶液の回収のルート�

清澄機�
供給槽�

ステンレスの内張り�

漏えいした溶液�

既存の排水装置�排水升�



5原
発
で
使
い
終
わ
っ
た
ウ
ラ
ン
燃
料
は
約
95
〜
97
パ
ー
セ

ン
ト
が
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
―
―
と
、
政
府
や
電
力
会
社
は

宣
伝
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
再
処
理
を
す
る
の
だ
と

言
う
の
で
す
。「
リ
サ
イ
ク
ル
」
と
言
え
ば
聞
こ
え
は
よ
い

の
で
す
が
、
ほ
ん
と
う
な
の
で
し
ょ
う
か
？

原
発
で
燃
料
を
使
い
終
わ
る
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と

か
。
ま
ず
、
そ
こ
か
ら
考
え
て
み
ま
す
。
原
発
の
燃
料
は
、

た
っ
た
数
パ
ー
セ
ン
ト
を
燃
や
し
た
だ
け
で
使
い
終
わ
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
燃
え
残
り
の
ウ
ラ
ン
や
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
が
あ

る
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
を
使
う
に
は
、
原
子
炉
か
ら
取
り
出

し
、
再
処
理
を
行
な
っ
て
ウ
ラ
ン
と
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
分
離

し
、
改
め
て
燃
料
を
つ
く
り
直
し
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
よ

そ
か
ら
新
た
な
ウ
ラ
ン
を
持
っ
て
き
て
加
え
た
り
も
し
ま

す
。
原
発
で
燃
や
さ
れ
た
分
は
、
や
っ
か
い
な
高
レ
ベ
ル
放

射
性
廃
棄
物
に
な
り
ま
す
。

12 ●

核
燃
料
は
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い

そ
う
し
て
よ
う
や
く
つ
く
り
直
し
た
燃
料
も
、
数
パ
ー
セ

ン
ト
燃
や
せ
ば
使
い
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
燃
え
残
り
の

ウ
ラ
ン
や
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
使
う
に
は
、
原
子
炉
か
ら
取
り

出
し
、
再
処
理
を
行
な
っ
て
と
、
ま
た
ま
た
繰
り
返
さ
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
お
ま
け
に
、
つ
く
り
直
し
を
す
れ
ば
す

る
ほ
ど
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
や
ウ
ラ
ン
の
燃
料
と
し
て
の
品
質
は

悪
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、「
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
」
の
で
は
な
く
て
、
む

し
ろ
「
欠
陥
商
品
」
と
呼
ぶ
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

現
実
を
見
れ
ば
、
ほ
ぼ
ま
っ
た
く
つ
く
り
直
し
は
で
き
て

い
ま
せ
ん
。
約
95
〜
97
パ
ー
セ
ン
ト
が
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る

と
言
う
う
ち
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
が
約
１
パ
ー
セ
ン
ト
、
残
り

は
燃
え
残
り
の
ウ
ラ
ン
で
す
。
こ
の
ウ
ラ
ン
は
、
申
し
訳
の

よ
う
に
ご
く
わ
ず
か
が
使
わ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
本
格
的
な

利
用
は
計
画
す
ら
あ
り
ま
せ
ん
。
仮
に
使
う
と
し
て
も
、
濃

縮
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
か
ら
大
部
分
は「
劣
化
ウ
ラ
ン
」

と
な
り
、
け
っ
き
ょ
く
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
リ
サ
イ
ク
ル
で

き
る
の
は
、
せ
い
ぜ
い
１
〜
２
パ
ー
セ
ン
ト
な
の
で
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
利

用
に
し
た
と
こ
ろ
で
、
高
速
増
殖
炉
計
画
は
破
綻
し
、
プ
ル

サ
ー
マ
ル
も
、
危
険
性
が
増
す
こ
と
へ
の
不
安
な
ど
か
ら
反

対
が
強
く
、
実
施
は
く
い
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
核
燃
料

は
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
」
と
い
う
ほ
う
が
実
際
的
で
し
ょ

う
。

● 13

使用済み燃料はリサイクルできると言うけれど…

実は�
具体的利用計画なし�

プルサーマル計画�

プルトニウム�
1％�

ウラン�
94％�

高レベル廃棄物�
5％�

95
％
が
再
生
利
用
可
能�

（
電
気
事
業
連
合
会
の
説
明
）�

仮に濃縮をして利用�
しても、大部分は�
「劣化ウラン」に�



6「
地
球
温
暖
化
対
策
に
役
立
つ
の
だ
か
ら
、
も
っ
と
原
発

を
増
や
そ
う
」
と
、
推
進
者
た
ち
は
主
張
し
ま
す
。
地
球
温

暖
化
と
は
、人
間
活
動
に
伴
っ
て
発
生
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
、

つ
ま
り
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
や
フ
ロ
ン
な
ど
の
大
気
中

の
量
が
増
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
球
全
体
の
地
表
お
よ
び

大
気
の
温
度
を
上
昇
さ
せ
、
自
然
の
生
態
系
お
よ
び
人
類
に

深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
す
。

確
か
に
原
発
は
、
発
電
時
に
は
石
炭
や
石
油
と
比
較
し
て

二
酸
化
炭
素
を
排
出
し
な
い
た
め
、
温
暖
化
対
策
に
有
効
だ

と
、
う
っ
か
り
賛
同
し
て
し
ま
い
そ
う
で
す
。
し
か
し
原
子

力
発
電
を
温
暖
化
対
策
に
利
用
す
る
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

が
あ
り
ま
す
。

出
力
を
変
動
す
る
こ
と
が
難
し
い
原
発
は
、
動
い
て
い
る

間
は
フ
ル
出
力
で
使
う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
１
日
の
電
力
需

要
の
最
低
ラ
イ
ン
を
割
り
込
ん
で
運
転
す
る
こ
と
は
、
電
気

14 ●

原
子
力
は
温
暖
化
対
策
に
は
な
ら
な
い

の
捨
て
場
が
な
い
限
り
で
き
な
い
の
で
す
。
電
力
需
要
の
伸

び
が
と
ま
っ
て
い
る
現
状
で
は
、
原
子
力
発
電
は
す
で
に
限

界
ま
で
使
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
原
発
を
増
や
す
に

は
、
電
力
需
要
を
何
と
か
増
や
し
て
他
の
発
電
所
も
増
や
さ

な
い
と
無
理
な
の
で
す
。
こ
れ
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
逆
行
す

る
も
の
で
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
む
し
ろ
増
や
し
て
し
ま

い
ま
す
。

そ
ん
な
原
発
が
有
効
だ
と
し
て
数
字
上
の
辻
つ
ま
合
わ
せ

に
使
う
こ
と
は
、
本
来
行
な
う
べ
き
対
策
を
遅
ら
せ
て
し
ま

う
点
で
も
、
地
球
温
暖
化
を
す
す
め
て
し
ま
い
ま
す
。
二
酸

化
炭
素
は
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
に
よ
っ
て
排
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
図
は
そ
れ
を
示
し
て
い
ま
す
。
各
部
門
で
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
す
す
め
る
、
運
輸
部
門
で
の
自
家
用
車
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
の
仕
方
を
見
直
す
、
産
業
部
門
の
化
石
燃
料
の
使
い
方

を
改
良
す
る
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

は
す
べ
て
、
原
発
を
つ
く
る
よ
り
安
価
で
早
い
効
果
が
期
待

で
き
ま
す
。

他
方
、
原
発
を
運
転
す
る
限
り
発
生
す
る
高
レ
ベ
ル
の
放

射
性
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
超
長
期
間
の
管
理
を
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
の
に
、
そ
の
処
分
・
管
理
方
法
は
確
立
し
て
お

ら
ず
、
処
分
・
管
理
の
場
所
も
決
定
し
て
い
ま
せ
ん
。
管
理

を
し
っ
か
り
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
は

大
き
く
な
り
ま
す
。

原
発
に
頼
っ
た
架
空
の
温
暖
化
対
策
は
、
効
果
は
な
く
、

コ
ス
ト
も
高
く
、
事
故
や
核
拡
散
、
放
射
性
廃
棄
物
と
い
う

別
の
大
き
な
問
題
を
抱
え
込
み
ま
す
。
そ
の
う
え
、
再
処
理

を
し
て
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
利
用
し
よ
う
と
し
た
ら
、
問
題
を

よ
り
や
っ
か
い
に
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
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最終需要における二酸化炭素排出量の内訳（2002年度）
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7六
ヶ
所
再
処
理
工
場
は
、
設
計
上
、
年
間
８
ト
ン
の
プ
ル

ト
ニ
ウ
ム
を
取
り
出
す
能
力
が
あ
り
ま
す
。長
崎
型
原
爆
は
、

製
造
時
の
ロ
ス
を
ふ
く
め
て
８
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
１
発
が
つ
く

れ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
１
０
０
０
発
分
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
１
０
０
０
分
の
１
た
り
と
も
核
兵
器

に
転
用
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
（
国
際
原
子

力
機
関
）
で
は
厳
し
い
管
理
を
行
な
い
ま
す
。

と
は
い
え
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
に
も
、
こ
ん
な
に
大
量
の
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
を
扱
う
工
場
の
保
障
措
置
（
核
兵
器
に
転
用
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
を
検
認
す
る
措
置
）
の
経
験
は
、
ま
っ
た
く
あ
り

ま
せ
ん
。
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
の
再
処
理
工
場
は
、
核
兵

器
国
の
施
設
の
た
め
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
保
障
措
置
は
行
な
わ
れ

て
い
な
い
の
で
す
。

こ
の
た
め
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
で
は
、
当
事
者
の
日
本
原
燃
や
日
本

政
府
も
ふ
く
め
て
国
際
的
な
検
討
を
行
な
い
、
さ
ま
ざ
ま
な

対
応
策
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
核
兵
器
に
転
用
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
を
検
認
で
き
る
と
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
ど
う

し
て
も
計
算
上
は
行
方
不
明
に
な
っ
て
し
ま
う
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
の
量
が
、
日
本
原
燃
の
甘
い
評
価
で
す
ら
年
間
に
20
〜
30

キ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
る
と
い
い
ま
す
。
仮
に
そ
れ
が
数
発
の
核

兵
器
に
転
用
さ
れ
て
も
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
の
査
察
で
検
知
で
き
な

い
の
で
す
。

カ
メ
ラ
で
監
視
を
し
た
り
、
運
転
状
況
の
確
認
手
段
な
ど

を
追
加
導
入
し
た
り
す
る
こ
と
で
転
用
は
防
げ
る
と
し
て
い

ま
す
が
、
そ
う
し
た
追
加
的
手
段
も
行
方
不
明
と
な
る
量
を

直
接
減
ら
せ
る
わ
け
で
は
な
く
、
複
雑
な
計
算
に
依
拠
す
る

こ
と
な
ど
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
不
確
か
さ
が
あ
り
ま
す
。
日
本

原
燃
自
身
が
「
性
能
確
認
試
験
及
び
運
転
開
始
後
初
期
に
お

い
て
検
討
及
び
対
策
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
い
う

よ
う
に
、
未
だ
十
分
な
対
策
は
立
っ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
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再
処
理
工
場
は
核
兵
器
材
料
生
産
工
場

す
。取

り
出
さ
れ
る
年
間
８
ト
ン
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
、
ウ
ラ

ン
と
混
ぜ
て
取
り
出
す
の
で
核
兵
器
に
は
使
え
な
い
、
と
日

本
政
府
は
言
い
ま
す
。
し
か
し
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
と
ウ
ラ
ン

の
混
合
酸
化
物
（
Ｍ
Ｏ
Ｘ
）
か
ら
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
分
離
す

る
こ
と
は
、
再
処
理
に
比
べ
れ
ば
は
る
か
に
容
易
で
す
。
使

い
み
ち
も
な
い
ま
ま
核
兵
器
１
０
０
０
発
分
の
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
を
毎
年
取
り
出
そ
う
と
い
う
の
が
、
六
ヶ
所
再
処
理
工
場

の
計
画
で
す
。
そ
ん
な
工
場
を
強
引
に
操
業
さ
せ
よ
う
と
す

る
こ
と
に
、世
界
の
目
が
厳
し
く
な
る
の
は
当
然
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
日
本
で
再
処
理
が
で
き
る
な
ら
、
他
の
国
の
再
処
理

が
許
さ
れ
な
い
道
理
は
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
六
ヶ
所
再

処
理
工
場
を
動
か
す
こ
と
は
、
他
の
国
に
も
再
処
理
と
い
う

核
兵
器
へ
の
抜
け
道
を
ひ
ろ
げ
て
い
く
役
割
を
果
た
す
の
で

す
。
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2005年５月、NPT再検討会議の場でも「ストップ・ロッカショ」が訴えられた



日
本
で
は
、
実
験
炉
「
常
陽
」
を
稼
動
さ
せ
原
型
炉
「
も

ん
じ
ゅ
」
を
建
設
し
て
開
発
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
95
年

に
「
も
ん
じ
ゅ
」
で
冷
却
材
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
漏
れ
て
火
災

を
起
こ
す
事
故
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
故
に
よ
り
、

実
証
炉
以
降
の
開
発
計
画
は
白
紙
に
戻
さ
れ
ま
し
た
。

た
だ
し
、
高
速
増
殖
炉
開
発
を
放
棄
し
て
し
ま
う
と
、
原

発
の
燃
料
は
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
と
い
う
建
て
前
が
崩
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
再
処
理
で
取
り
出
さ
れ
る
ウ
ラ
ン
は
、
高
速

増
殖
炉
が
で
き
て
初
め
て
使
い
み
ち
が
生
ま
れ
る
の
で
す
。

そ
こ
で
表
向
き
は
あ
く
ま
で
高
速
増
殖
炉
開
発
の
旗
を
降
ろ

す
こ
と
は
で
き
ず
、
将
来
の
「
有
力
な
選
択
肢
の
一
つ
」
と

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
も
と
も
と
高
速
増
殖
炉
の
開
発
と
一
体
に
す
す
め

ら
れ
て
き
た
再
処
理
の
計
画
は
、変
更
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

高
速
増
殖
炉
に
替
わ
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
利
用
の
方
法
と
し
て

は
、
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
が
前
面
に
出
て
き
ま
す
。
こ
の
こ

と
こ
そ
「
は
じ
め
に
再
処
理
あ
り
き
」
な
の
だ
と
い
う
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。
し
か
も
再
処
理
そ
の
も
の
が
目
的
で
は

な
く
、
再
処
理
計
画
が
す
す
ま
な
い
と
使
用
済
み
燃
料
の
行

き
場
が
な
く
な
り
原
発
を
と
め
ざ
る
を
え
な
く
な
る
と
い
う

の
が
、
推
進
の
ほ
ん
と
う
の
理
由
な
の
で
す
。

高
速
増
殖
炉
に
し
ろ
プ
ル
サ
ー
マ
ル
に
し
ろ
再
処
理
に
し

ろ
、
電
力
会
社
も
経
済
産
業
省
も
、
本
音
で
は
や
り
た
く
な

い
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
な
の
に
誰
も

責
任
を
も
っ
て
中
止
を
言
い
出
せ
る
人
が
い
な
い
か
ら
、
ず

る
ず
る
と
続
い
て
い
る
だ
け
な
の
で
す
。

や
め
る
に
や
め
ら
れ
な
い
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
。
本
当
に
と

め
ら
れ
る
の
は
、
私
た
ち
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
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8日
本
の
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
路
線
は
50
年
も
前
に
定
め
ら
れ

ま
し
た
。
１
９
５
６
年
に
つ
く
ら
れ
た
最
初
の
原
子
力
基
本

計
画
に
「
国
産
増
殖
炉
の
開
発
を
目
指
す
」
こ
と
が
う
た
わ

れ
た
と
き
か
ら
、こ
の
路
線
を
目
指
し
て
進
ん
で
き
ま
し
た
。

原
発
の
使
用
済
み
燃
料
を
再
処
理
し
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を

取
り
出
し
て
高
速
増
殖
炉
で
利
用
す
る
。
高
速
増
殖
炉
で
は

消
費
し
た
以
上
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
が
生
産
さ
れ
る
の
で
、
再

び
再
処
理
し
て
こ
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
取
り
出
す
よ
う
に
す

れ
ば
、
ウ
ラ
ン
資
源
が
有
効
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
―

―
「
夢
の
原
子
炉
」
と
呼
ば
れ
て
欧
米
諸
国
を
中
心
に
、
開

発
が
熱
心
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
、
高
速
増
殖
炉
開
発
の
危
険

性
と
困
難
さ
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
大
事
故
を
起
こ
し

や
す
い
う
え
に
コ
ス
ト
が
高
す
ぎ
る
の
で
す
。
反
対
の
声
が

強
ま
り
、欧
米
諸
国
は
撤
退
を
始
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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虚
妄
の
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政
策

虚妄の三段重ね
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資源の有効利用をうたう�
ためには「やめる」とい�
えない�

プルトニウムの使いみち�
があることを示す唯一の�
方法�

使用済み核燃料の�
搬出先として必要�
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